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複合データによる道路サービス・
 パフォーマンス情報システムの研究開発
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【研究の背景と目的意識】

道路ネットワークのサービス水準評価に関する高度な指標の
 作成とそのデータ収集方法の確立

■より高質な道路サービス情報提供 ・所要時間情報
・定時性、時間信頼性

・環境評価（より精緻なCO2排出量推計）
・道路整備事業の事後評価

■PDCAサイクルに資するPerformance Measurement
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本年度の研究成果
 1)道路行政マネジメントにおける旅行時間信頼性指標の活用状況

日本
・

 
2003年度に成果志向の道路行政運営を開始

・
 

旅行時間信頼性指標を明示的に取り入れてはいない

英国、米国など
・

 
90年代から成果志向の道路行政運営

・
 

旅行時間の変動を指標化し、道路行政に活用
・

 
算出方法は各国独自

所要時間

交
通

量
95％タイル値

旅行時間信頼性算出方法（米国の例）

海外では既に旅行時間
 信頼性指標は活用されて

 いるが複数種類の算出手法
 が混在している
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本年度の研究成果
 2)路側観測データとプローブカー調査データの特性分析
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完全走行データの標準偏差

リンク単位で集計した標準偏差 乖離

・
 

時間分解能に優れた路側観測データと空間分解能に優れた
 プローブカーデータの融合的活用を模索

・
 

時間信頼性に関する分析では、旅行区間が長くなるにつれて、
 完全な走行による旅行時間と、各リンクで観測された時間との標

 準偏差の比較では、乖離が生じることが明らかになった。

首都高速における計測例

・
 

両データとも巨大なデータで
 あり、ハンドリングに時間を

 要することから、簡単にハン
 ドリングできるシステムを

 開発
・

 
次年度以降、対象範囲を拡

 大可能
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22年度  研究計画

1) 定点観測データとプローブカー調査データの特性分析
・プローブデータの補強：自動車会社のプローブデータ
・分析対象路線の拡大：一般道路、高速道路

2) 複数データを融合した道路パフォーマンス指標作成

・利用者ニーズのさらなる分析
・フュージョン方法の作成

3) データ収集システムの構成に関する検討

必要条件にあう提供情報水準を導出するための最低限必要な

 収集系の設計

4) アプリケーションの提案
パフォーマンス指標と各種課題との関連性の整理
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